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■ 保 証に つし、て ●保証
● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ●

●保 証
ブランソニ ック卓上型超音波洗浄器 は、 製造者の 取扱説明書に従って正常にご使用をされた場合、 納入後２年間の保

証 を 致 し ま す。

保証期間内 において日本エマソン株式会社ブランソ ン事業本部は、 部品の欠陥及び組立上の不具合に対して、 ブラ ン

ソン独自の 適正な判断に基づき、 無償の修理を致 します。

県
柾
に
つ

」、

ζ

ブランソン は、 保証に 基くもの、 取り扱し１上の不 注意またはその他の原因 によるもの、 振動子エレメ ントもしく はそ

の他の部品の販売、 使用、 運転に起因するもの、 の如 何を問わ ず、 故障品の修理も しくは交換以外の責任を負いませ

ん
。

買主に対す る補償は当該故障品の修 理または交換 のみと いたします。

ブランソン はし、かなる場合でも、 故障の結果として生ずる損害または故障 に付随して発生 する損害およ ぴ商業的損夫

による損害に対して何等責任を負 いません。

お貿い上げ戴し１たブランソニック卓上型超音波洗 浄器 は、 日本国内向けに設計／製造されたものです。

日本国外で のご使用 の場合は保証外となります。

電源はＡＣ１００Ｖ ５０／６０ＨＺをご使用 ください。 そ れ以外の電源のご使用 による故障は保証外となります。

△ 警 告 △
★洗浄器の内部は高電圧が架かっていますので、 決 して分解しなし、で下さし㌔

★正 しいア ース接続な しでの ご使用はお止め下さい。

★ 電 圧 は、 Ａ Ｃ１ロロＶ，５０！日０Ｈ ｚを ご 使 用 下 さ い。

★洗浄液の給排水は、 必らず電源を切 り、 電源 プラ グをコンセン トから抜し、てから行って下さい。

★アルコール、 ガソリン、 可燃性の洗剤は決して使 わないでください。 また、 引火性のある雰囲気

内 でのご使用は避 けて下さい。 火災 や爆発を引き起こす恐れがあり、 保証は無効となります。

水系の洗剤 を使ってください。

★洗浄器のステンレス製タ ンクおよぴ洗浄液には触れなし、で下さし、。 高温の恐れがあります。

溶剤の使用 に際して、 取扱し、に関する予防措置を 熟知し連守 して 下さい。 また、 下記関連法令に

従 っ て ご 使 用 下 さ い。

・特定物貿 の規制等によるオゾン層の保護に関す る法律 （フロ ン規制法）

・労働安全 衛生法 ・労働安全衛生法施行令 ・労働安 全衛生規則

・有機溶剤 中毒予防規則 ・特定化学物質等障害予防規則

・嚢物劇物取締法 ・水質汚濁防止法

・各地方白 治体の定める 「公害防止条例」 及ぴ 「公害防止条例 施行令」



■ 安全につし、ての警告
● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

△ 安全についての警告 △

卓上超督波洗浄器ブランソニックのご使用 の前に、 必ず取扱説明書を読み安全につし、ての警告 を熟知 してくだ さい。

● 感 電 を 避 け る た め に

＊タ ンクの給排 水の 際は必ず電源 プラ グをＡＣ１００Ｖコンセ ントか ら抜いてく ださい。

＊ブラ ンソニ ックの コント□一ル パネルや機器の周辺を締麗 にし乾いた状態を保ってく ださい。

洗浄器 のタ ンクの へりにこ ぼれた洗浄液は拭いたうえ でご 使用ください。

機器 には高し、電圧 が架かっており水分が在ると感電を招くことがあ ります。

辛正しし、アース接続 なしでの ご使用 はお止めくださし、。 電源コンセントは、 アース付 きの８Ｐコンセントを使用 して
卓

下 さ い
。 ２ Ｐ コ ン セ ン ト の 場 合

、
接 続 ア ダ プ タ を 使 用 し、 必 ら ず ア ー ス を お 取 り 下 さ い。

＊洗浄器の内部は高電圧が架かって いますの で決 して分解しないでくださ い。

＊洗浄器 を水の中に漬けなし、でくだ さい。

安
全
に
つ
い
て
の
警
告

●人的あるいは資産の損傷を防止するために

＊アルコール、 ガソリ ン、 可燃性の洗浄は決して使わないでください。 また、 引火性のある雰囲気でのご使用 は避け

て下さ い。 火災や爆発を引き起こす恐れがあ り、 保証は無効となります。 水系の洗剤を使ってください。
＊ 無 機 酸 （塩 酸、 硫 酸、 硝 酸、 炭 酸 な ど） を 決 し て 使 わ な い で く だ さし、。 タ ン ク を 損 傷 し、 保 証 は 無 効 と な り ま す。

＊洗浄器を使用する 際は、 換気口付きカバー （ブランソニック専用アクセ サリー） がカバーな しで使用 してく ださい。
＊ 水 系 の 洗 剤 を 使 っ て く だ さ い

。

＊洗浄器のステンレス製のタンク および洗浄液 には触らないでく ださし、。 高温の恐れ があります。

＊液温を７０℃以上に上 げないでく ださい。

。一
表洗浄器を運転中に腕や手をタ ンクに入れな いでください。 万が一入れると不快感や 皮膚に刺激を感じます。

＊運転 中は、 室内の換 気に充分ご 注意下さい。

●洗浄器の損傷を防ぐために

＊洗浄する部品や容器を洗浄器のタンクの底に直接置かないでくださし、。 専用のトレー （ブランソニック専用アクセ

サリー） ステンレス受台を使用 するか洗浄物を吊 して洗浄 してくださ い。

振動子やヒータ ーの 損傷が起こる ことがあり、 その場合は保証は無効となります。

＊洗浄液の液面をオペ レーティングレベル以下 でヒーターや超音波の運転をしないでく ださい。

振動子やヒータ ーの損傷が起こ ることがあり、 その場合は保証は無効となります。

＊定期 的に洗浄液を 取り替えてください。

＊換気 口付きカバー （ブラ ンソニック専用アクセ サリー） の 換気口を塞がないでくださし１。

＊多数の洗浄物を同時に洗う場合、 互いに十分 な隙間をとり、 洗浄効果を 矢わないようにしてください。 洗浄物 を詰

込み週ぎますと装置損傷や洗浄効果低下の原因となります。

＊ 有 機 溶 剤 は、 ス イ ッ チ、 フ タ 等 の 割 れ ・ 変 形 の 原 因 に な り ま す の で 使 わ な い で く だ さ い。



■ ご 使 用 の 前 に ●開梱 ●据付 ●ア＿ス
● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ○ ● ・ ● ○ ○ ○ ○ ・ ・ ○ ・ ・ … ● ○ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ・ ・ ○ ・ ● ・

ご
使
用
の
前
に

● 開梱

●据付

●アース

開梱されましたらすぐにご注文どうり の商品が正しくお届けされてし、るかを ご確 認下さい。

ブランソニック卓上型超音波洗浄器は厳密な出荷検査後にお届けし、たしてお ります。

お客さまの開梱時に万一 機器の破損／傷／汚れな どにお気づきになられましたら、 お手数ですがすぐに

お買し、上 げの販売店または弊社ま でご 連絡下さい。

また、 その際梱包ダンボール／緩衝材 を保管しておいて下さし、。

あわせて、 付属品がちゃんと入ってい るかの確認もして下さい。

付属品の明細 は取扱い説明書の裏ぺ一ジをご参照下さい。

設置場所は機器の性能／故障などに大きく影響致します。 次の点に注意して据付 けて下さい。

＊ ほ こ り
、

湿 気
、

腐 食 性 ガ ス の な い 風 通 し の 良し、場 所。

＊水平で振動 や衝撃の影響のなし、機器 をしっかりと置ける 場所。

＊流し台など の近くに置かれる場合は、 水が機器に直接掛からな いよう注意して下さし、。

＊ 排 水 か 容 易 に 出 釆 る 場 所。 ＊ ア ー ス が と れ る 場 所。 ＊ 直 射 日 光 が あ た ら なし、場 所。

ブランソニック はアースを正 しく取ってご使用下さい。

電 源 コ ン セ ン ト は
、

ア ー ス 付 き の ３ Ｐ コ ン セ ン ト を 使 用 し て 下 さし、。
｛
）

２ Ｐ コ ン セ ン ト の 場 合
、

接 地 ア ダ プ タ を 使 用 し、 必 ら ず ア ー ス を お 取 り 下 さ い。

アースを取り ませんと、 感 電することかあります。 水道管やガス管へのアース 線接続はおやめ下さい。

●超音波とは？／仕組みと働き
● ● ■ ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ■ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●超音波とは？

●人間の耳 では聞 き取るこ とのできなし、音を超音波といいます

●ぶつう、 １ 秒閤に１万８０００回 から２万回 の周波数を越えた音のことを超音波 と口乎ぴます。

● 超 奮 波 は、 そ の 高し、周 波 数 を 利 用 し てし、ろ い ろ な 分 野 で 利 用 さ れ て い ま す。

●振動を利用 した分野では、 超音 波洗１争をは じめ超音波溶着などがあります。

●音波としての利用 では、 魚群探知機や探傷機、 そして医療機器があります。

● 仕組みと働き

．ブランソニックは、 ４０，０００Ｈ。（ヘルツ）以上の超音波により洗浄器のタ ンクを振動します。
）

●洗浄器タンクの底面に組み付けられた振動子は、 １秒間に４万回以上振動し、 タンクの中 に入れられている洗浄液

に振動を伝達 します。

●タンクの中の洗浄液は、 振動により粗密の圧カ波が 交互に 発生します。

●この交互の 圧カ波により洗浄液中に無数の微小な 泡か形成されます。

●粗圧力波の 時には、 微小 な泡は膨脹し空洞 （キャ ビテーションといいます） が形成されま す。

●密圧力波の 時、 空洞は圧縮さ れ破裂します。

●この、 膨脹 ／圧縮／破裂 のサイクルは、 １ 秒間に４万回以上繰り返されます。

Ｏｏ ｏ ｏ Ｏ ｏ Ｏ ｏ ｏ Ｏ
ｏ

Ｏ

隻蛾織蟻

● 超音波洗浄は、 キャビテーションが圧縮され破裂す る衝撃力を利用 し、 汚れを機械的にかきとる洗浄方 法です。



■ ご使用 の前 に ●特色
・ … ● … ● ● ・ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○

●特色

●１秒問に ４万回以上繰り返 される、 超音波のキャ ビテーションにより超音 波洗浄は短 時間に精密／完 壁な 洗浄を実

現します。 また、 洗浄液が毛細 管現像 で浸透 し洗浄物の内部に付着した 汚れも洗浄することが可能で す。

● 機 械 部 品、 ノ ズ ル、 ペ ン、 鍵 な ど の ア ッ セ ン ブ リ ー さ れ た 物 も 分 解 せ ず に 洗 浄 で き ま す。

●頑固な汚 れの付着したもの （実験 研究用のガラス器具、 時計バンド、 眼鏡 など） も 短時闇で洗浄でき ます。

●超音波洗 浄は、 汚れに適した洗浄液を 選択する ことにより、 より早く、 完 全な洗浄ができます。

●上手な洗浄器の使い方
● ○ ・ ・ ・ ・ … ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● …

上手な洗浄器の使い方

●洗剤を利用する
洗 浄 に は

、 ３ つ の 工 程 が あ り ま す。）

ご
使
用
の
前
に

⇒ ⇒

プランソニックは・ ３つ の工程の中 で洗浄を旱く、 完全に実 現するための機器 です。
洗浄を早く・ 完全に実現するためには、 汚れに適した洗剤の 選定が非常に 大切です。
ブランソニ ックには、 様々 な汚れの洗浄に適 した１０種類の専用洗剤 があり ます。

洗 剤 に つ い て は、 １６ぺ 一 ジ を ご 参 照 く だ さ い。

、ノ
む洗剤 のもう１ つ の役目

ブランソニック専用 洗剤のもう１ つの役割は、 超音波効果を 高めることです。

専用洗剤の中に含ま れている界面活性剤が、 洗 浄液の表面張力を低下させます。

その結果として、 超音波振動の効 率を高め、 より 早くブランソニックの性能を引き出せます。

●温水（４０～５びＣ）を使用する

△ 注 意 △
＊ 沸 騰 したお 湯や 高温 の 温水（６０℃以 上）をタ ン クに入 れ、 水を 加え て 温 慶を下 げるこ と はお止 め く

だ さし、。

洗浄器 のタ ンク や振 動 子が壌 れ る恐れ があ りま す。

ブランソニックには、 洗浄物に影響がなければ温水をご使用 になること をお勧め致 します。
温水の効 果は、 まず洗剤を 素早く洗浄液に馴染ませること です。

ヒ ー タ ー 付 き （Ｄ Ｔ Ｈ モ デ ル・ Ｍ Ｔ Ｈ モ デ ル） を ご 使 用 の 場 合
、

ぜ ひ ヒ ー タ ー も ご 使 用 く だ さ い
。

洗浄水 に最初からお 湯を ご使用になることも、 上手な使い方です。
お 湯 は、 ４０～５０口Ｃ が 最 遭 で す。



■ご使用の 前に ●上手な洗浄器の使い方
● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ●

●効果的な洗浄方法を選ぶ
超音波洗浄には２つの洗浄方法があります。

ご

使
用
の
前
に

方法 直接洗浄法

・ 一

１

Ｉ

し
＿

一 ． ・ ． ・ 一 一 一

’
＿｛」

イ ン サ ー ト ト レ・イ ン サー ト トレイ（穴あ き）

振 動子

間接洗浄法

イ ン サー ト トレイ（穴 な し）

ビ ー カ ー ラ ッ ク

ビ ーカ ー

特色 ＊ほとんどの洗浄物が可能です。

＊やり方が簡単で洗 浄効果が高い。

注意点＊洗浄後の汚れが中 に残る

＊同時には一種類の 洗浄液 しか使用 できない。

＊強酸や強アルカリ の洗浄液は使用できな い。

（タ ンクが腐食す る）

特色 ＊同時に違った洗浄液が使用できる

（ビー力 一を使用の場合… ２５１０以上）

また・ 洗浄液とすすぎ液を同時に利用で 楓
つ

＊汚れがタンクには残らないの で洗 浄液の取替えが容

易で、 また洗剤の使用量が少 くてすむ。

＊強酸や強アルカリの洗浄液を 使用 することも可能。

注 意 点 ＊ ビ ー カ ー 使 用 時 に は、 必 ず ビ ー 力 一 ラ ッ ク を 使 用 し
、

タンク底面と ビーカー底面 は２５㎜ 以上あ けてくださ

い。 （タンク の底 には直接 置かなし、）



■ご使用の前に ●ガラススライ ドテス ト／●各部 の名 前
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●

●ガラススライ ドテスト

洗 浄器の洗浄力を定期的に確 認する為、 下 記テストを月１回程度行うことをお薦め します。

１
．

必 要 な 機 材 ・ ガ ラ ス ： マ イ グ ロ ス ラ イ ド グ ラ ス ＪｌＳ Ｒ ３ ７ ０ ３ １ 種 ・ 鉛 筆 ： ２ Ｂ

２
．

テ ス ト 手 順

・ 洗 剤 ： 水 系 の 洗 剤

１） 洗浄液 に希釈率１０倍の洗剤と温水 （４０血Ｃ～５びＣ） を用意して下さい。
２） オペ レーティングレベルまで上記洗浄液を満たして下さい。

３） 脱気の為、 少なくとも５分から１０分発振させて下さし１。
ス ラ イ ド グラ ス

４） ガラスのツヤ消し部分に鉛筆でｘ印を付けて下さ い。

５） 口ＴＨタイプはＤＥＣＡＳモ ードでなく、 Ｓ ＥＴ

ＳＯＮｌＣ６モードで発振して いる事を確認して下さし、。
６） タンクの中央部の洗浄液にガラ スのツヤ消し部分を垂直 ツヤ消部分

に 漬 け て 保 っ て 下 さし、。

７）１Ｏ秒 以内で鉛筆 で付けた×印が消える事を確認して下さ い。

ご

鉛筆で
使

・。・ 印 用

の
前
に

）
３
．

テ ス ト 結 果 １）１０秒 以内で鉛筆 で付けたｘ印が消えた場合、 洗浄器の洗 浄カは正常です。

２） １０秒 以内 で鉛筆で 付けたｘ印が消えない場合、 修理をお申しつけ下さし、。

●各部の名前

、
リ

○ 繰 作 部 （図 は Ｄ Ｔ Ｈ モ デ ル で す）

＊ 各 タ イ プの 燥 作 部 に つ い て は 繰 作 の 仕 方

（９ ～１３ぺ 一 ジ） に 説明 が あり ま す。

●タ ン ク

（タ ン ク につ いて の 説 明 は

１４ぺ一 ジに あります） 物

● 取 つ 手 部

＊ 持 ち 運 ひ の 際 は

左 右の 取 っ 手 部 を

お 持 ち く だ さし、。

ｌ１叩 扁 ；τ１・・・・…

● ０Ｐ ＥＲ Ａ Ｔｌ Ｎ Ｇ Ｌ Ｅ 〉 Ｅ Ｌ マ ーク

＊ 洗 浄 液 を こ の 線 ま で 入 れ て く ださ い。

● 取っ 手菖彊

● モ デ’ル ナ ン バー

● コ ム 足

＊ 底 面 に 月 か 所 取 り 付 け て あ り ま すｏ



■ ご使用の前に ●各部の名前／●給排水
● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

●給／排水

△ 蓄 告 △
★タンクの給排水の際は電源プラ グをコンセ ントから抜し、て下さし、。

★洗浄器を水 の中に漬けないでくださし、。

ご
使
用
の
前
に

モデル １５１ ０ １排水ドレイ ンがありません。

２５１ ０

使用 した洗浄液を捨てる時、 窪みのあるケースの縁側から捨てて下さい。

タンク内 部をよく洗い、 汚れや水を拭き取って くださ い。

排 水 ● 洗浄液を排水する時に は、 必ず電源コ ンセントを抜いてから行って下さい。

ま た
、

洗 剤 に よ っ て は 中 和 処王里後 に 排 水 を し て 下 さ い。

●１６ぺ一ジの洗剤の説明を お読み下さい。

給 水 ● タ ンクに給水をする時に は、 必ず電源コンセントを 抜いてから行って下さい。 ）

給 水 は ０ Ｐ Ｅ Ｒ Ａ Ｔ ｌ Ｎ Ｇ Ｌ Ｅ Ｖ Ｅ Ｌ ま で、 混 水 を 入 れ て 下 さ い。

曾 ● 穴なしトレイやビーカー を使用する場合、 一度空 の穴な しト レイやビーカ ーをタ ンク にセ ット

しＯＰＥＲＡＴｌＮＣ ＬＥＶＥＬ ま で、 温水を入れて下さ い。 先に温水を給水すると温水

が タ ン ク か ら 溢 れ る こ と が あ り ま す。

一
＼

ノ
炉 つ ＼

＼

＼



■ ご使用 の前に ●給排水
● ● ・ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

モデル ３５１０１排水ドレイ ンかあります。

５５１０

８５１０

ドレインバ ルブの取付方法

排水ニッ プルの先端にあるキャップを 取り除いた後、 排水ニッ プル先端のネジ山によくシー

リングテー プを時計方向に巻きつけて ください。 そ の際、 ネジ山の ゴミ等異物は、 取り除し、

てくださし、。 （納入時には、 シーリ ングデープが巻き付 けてあります）

シーリ ングテ ープを巻いた排水ニップルのネジ部に、 バルブを 手で締め付けて 取り付けます。

手で回らなくなったら、 バル ブのハンドルが上になるまでレンチ で一回程度回 してください。

△ 注 意 △

ご
使
用
の
前
に

＊ バル ブの 週度の 繍 め付 けは タン ク損 構す る 原因 とな りま す。 新 たに バル ブを 或 付げ る際 には、 必

ずシ ーリ ン グテ ー ブを 巻き 直し てく ださ い。

パルブの 先端にホースア ダプターを手で廻して取 付けてく ださし㌔ ホ ースは、 ホ ースア ダプ

ターを手 で押さえてア ダプターの奥まで差し込ん でく ださい。

、Ｊ

ホ ース ア ダ プ タ ー

給水の際には、 ドレイ ンバ ルブのハン ドルをバル プ本体に対し直角になるように してバル ブ

を 閉 じ て く だ さし、。

排 水 ● 洗浄液を排水 する 時には、 必ず電源コンセントを抜いてから行って下さい。

ま た
、 洗 剤 に よ っ て は 中 和 処 理 後 に 排 水 を し て 下 さし、。

● １６ぺ一ジの洗剤の説明をお読み下さし、。

排水の際には、 ドレイ ンバ ルブのハン ドルをバル ブ本体に対 し平行になるように してバル ブ

を 開 い て く だ さ い。

給 水 ● タンクに給水 をする 時には、 必ず電源コ ンセントを抜いてから行って下さし１。

給水は０ＰＥＲＡＴｌＮＧ ＬＥＶＥＬ ま で、 温 水を入れて下 さい。

給水の際には、 ドレイ ンバルブの八ンドルをバルブ本 体に対して直角 になる よう にして バルプ

を 閉 じ て く だ さし、。

ず ● 穴なしトレイ やビー力一を 使用する場合、 一度空の穴な しトレイや ビーカーをタ ンクにセット

し０ＰＥＲＡ ＴｌＮＧ Ｌ ＥＶＥＬ ま で、 温水を入れて下さい。 先に温水を給水すると 温水

がタ ンクから溢 れることかあります。



■ 燥作につし、て ●ＭＴタイ プ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ・ ・ ● ● ． ・ ・ ● ○ ○ ● ● ■ ■ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ■ ■ ■ ● ● ● ■ ● ○ ● ■ ● ■ ○ ■ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

操作の仕方

●ＭＴタイブ
胴

１５

２０

ム Ｖ Ｒ^ＮＩＮ６１
１１㎜山 舳 ㎜ １㎜㎜ 岨 ㎜川１‘１㎜ Ｗ
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操
作

’

に
つ
し、

て

△ 注 意 △
＊ 洗 浄する 部品 や容 器を 洗 浄器 のタ ンク の 底に 直 接置か な いで く ださし、。 専 用 の トレー （ブラ ンソ

ニック 専用 ア クセ サリ ー） ス テン レス 受台 を 使用 する か洗 浄 物を 吊 して 洗浄 してく だ さ い。

＊洗浄液の液面をオペレーティングレペル （タンクのぶちから２５㎜〕 以下でヒーターや超音波の運転をしないでください。

＊ ア ル コ ー ル
、

ガ ソ リ ン、 可 燃 性 の 節 剤 は 決 し て 使 わ なし、で く だ さ い。 火 災 や 爆 発 を 引 き 起 こ す 恐

れがあ り、 保 証 は無効 とな り ます。 水 系の 洗 剤を 使っ てく だ さ い。

＊ 無 機 酸 （塩 酸、 硫 酸、 硝 酸
、 炭 酸 な ど） を 決 し て 使 わ なし、で く だ さ い。 タ ン ク を 損 傷 し ま す。

上記 の注意 項 目１こ関 する 故障 は、 保 証外 とな り ます。

）一

機能 運転

コ ン ト ロ ー ル

超 蓄 波 Ｎ皿

働 き

左 に 回 す と ホ ー ル ド１こ な り、 連 続 運 転 が で

き ま す。 右 に 回 す と タ イ マ ー と し て 洗 浄 時

間 が 設 定 で き ま す。 ６０分 ま で 設 定 可 能 で す。

発振スタートま でに

６Ｔ ＥＰ ＡＣ Ｔ１ ０ Ｎ

１ 汚 れ に 適 し た 洗 剤 を 選 定 し て く だ さ い。

２

タ ン ク の ０ＰＥＲＡＴｌＮＯ ＬＥＶＥＬ ま で 温 水 を

入 れ て く だ さ い。

（６０℃ 以 下〕

３ 規 定 量 の 洗 剤 を 温 水 に 加 え て く だ さ い。

４ 電 源 プ ラ グ を 入 れ て く だ さ い。

５
２ ぺ 一 ジ の 安 全 に つ い て は 必 ず、

再 度 ご 確 認 く だ さ い。

ＤｅｇａＳ （脱 気）

初 め て 洗 浄 器 を 運 転 す る 場 合 や 洗 浄 液 を 取 り 替 え た 時 に は、

Ｄ ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） を 行 っ て く だ さ い。

Ｓ ＴＥＰ Ａ ＣＴ １Ｏ Ｎ

前 記 の発 振スタ ー トま での ８Ｔ ＥＰ１ ～ ６ にし

た が い 運 転 の 準 備 を 行 な い ま す。 タ イ マ ー を ５

～１Ｏ分 に 設 定 し て 下 さ い。 発 振 が 始 ま り ま す。

Ｓ ＴＥ Ｐ Ａ ＣＴ １０ Ｎ

タ イ マ ー を 必 要 な 時 問 に 設 定 す る か、

１ ホ ー ル ド に し て 下 さ い。

発 振 が 始 ま り ま す。

洗 浄 物 を パ ス ケ ッ ト、 ト レ イ、 ビ ー カ

２ 一 な ど の 中 に 入 れ て く だ さ し、。

問 接洗 浄 の場 合 穴な しトレ イや ビー カー を ご使用 の 時

は、 温 水 と 洗斉 帷 入 れ て く だ さし、。

洗 浄 物 か す べ て 洗 浄 液 に 浸 る 位 か 適 切 ・．

で す 。

静 か に バ ス ケ ッ ト、 ト レ イ、
ビ ー カ ー

な ど を タ ン ク に 入 れ て く だ さ い。

３ ず タ ンク 底面 に洗 浄物 や ビーカ ー など を

直 接 置 か なし、で く だ さ い。

ず 洗剤 はかき 混 ぜない でく だ さし、。

ホ ール ドの 場 合、 右 にノ ブ を回 し０ に

し て く だ さし㌔ タ イ マ ー の 場 合、 タ イ

ム ア ッ プ す る か、 ノ ブ を 回 し ０ に す る

４ と 発 振 か 止 ま り ま す。

発 振 が 終 っ た ら、 静 か に バ ス ケ ッ ト、

ト レ イ、
ビ ー カ ー な ど を タ ン ク か ら 出

し て く だ さ い。

５
必 要 に 応 じ て、 き れ い な 水 で す す ぎ を

し て く だ さ い。

０ｅｇａＳｓｉｎｇ （脱 気） に つ い て の 説 明 は１５ぺ 一 ジ に あ り ま す。
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操作の仕方
㎜・ム

● ＭＴ Ｈ タ イ プ

ム ＶＡＲＮＩＮＧｌ
１１㎜ 胆１…１ ㎜１旺皿 ｗ ㎜ ㎜ １虹 ｍ １帆 ㎜１ 川 ㎜ 岬１口 ｍ 雌 ㎜ ｎ１㎜ ｍ

△ 注 意 △
＊ 洗浄 する 部 晶や容 器を 洗 浄器の タ ンク の底 に直 接 置か なし、でく だ さし、。 専 用 の トレ ー （ブラ ンソ

＝ ツ ク専用 アクセ サリ ー） ステ ンレ ス受 台を 便用 する か洗 浄物を 吊 して洗 浄 して く ださい。

＊ 洗浄液の疲面 をオ ペレーティングレペル （タンクのふちから２５皿ｍ〕 以下でヒーターや超音波の運転をしなし、でく牟さし、。

＊ア ル コー ル、 ガソ リン、 可 燃 性の 洗剤 は決 して使 わ ないで くだ さ い。 火災 や爆 発 を引き 起 こ す恐

れ が あ り、 保 証 は 無 効 と な り ま す。 水 系 の 洗 剤 を 使 っ て く だ さし、。

＊ 無 機 酸 （塩 酸、 硫 酸、 硝 酸、 炭 酸 な ど） を 決 し て 使 わ なし、で く だ さし、。 タ ン ク を 損 傷 し ま す。

上記の 注意 項目１こ関 す る故障 は、 保証 外と なり ます。

機能

コントロール 働 き

ヒ ー タ ー ス イ ッ チ を ０ Ｎ に す る こ と に よ り ヒ ー

ヒ ータ ー 夕 一が 入りま す。

ヒ ー タ ー ０ Ｎ 状 態一ご６０℃ ま で 昇 温 し つ づ け ま す。

左に 回す とホ ー ルドに なり 連 続運転 か できま す。

タイ マー 右に 回す とタ イマ ーと して 洗 浄時間 が 設定で き

ま す。 ６０分 ま で 設 定 可 能 で す。

発振スター トまでに

ＳＴ Ｅ Ｐ Ａ ＣＴ１ ０Ｎ

１㌔ １ 汚 れ に 遭 した 洗 剤 を 選 定 し て く だ さ い。

２

タ ン グ の ＯＰＥＲＡＴｌＮＧ ＬＥＶＥＬ ま で 温 水 を

入 れ て く だ さ い。

（６０口Ｃ 以 下）

３ 規定 量の 洗剤 を 温水 に加え てく ださし㌔

４ 電 源 プ ラ グ を 入 れ て く だ さし１。

５
２ ぺ 一 ジ の 安 全 に つ い て は 必 ず、

再 度 ご 確 認 く だ さ い。

口ｅｇａＳＳ （脱気）

初 めて 洗 浄器を 運 転す る場合 や 洗浄 液を取 り替 えた 時に は、

口 ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気〕 を 行 っ て く だ さし㌔

ＳＴ ＥＰ ＡＣ Ｔｌ ＯＮ

前 記 の Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ ～ ５ に し た がし、運 転 の 準 備 を

行 い ま す。

ヒ ー タ ー を Ｏ Ｎ し て 下 さし㌔

タ イ マ ー を ５ ～１０分 に 設 定 し て く だ さ い。

発 振 が 始 ま り ま す。

運 転 曾 運 転中 に発 振を 停 止さ せた い時 は、 タイ マ ーを

０ 分 にな る よ う タ イ マ ー つ ま み を 回 し てく だ さし㌧

８ＴＥ Ｐ ＡＣ Ｔ １０ Ｎ

１ タ イマ ー を必 要な 洗 浄時 問に 設定 して下

さ し、
。

発 振 か 始 ま り ま す。

必 要に 応 じて ヒー ター を 入れ て下 さし㌔

２ 洗 浄 物 を バ ス ケ ッ ト、 ト レ ィ、 ビ ー 力 一

な ど の 中 に 入 れ て く だ さし、。

問接 洗浄の 場 合 穴 な しト レイや ビ ーカ ー をご使用 の時 は、

温 水 と 洗 剤 を 入 れ て く だ さし１。

洗 浄物 が すべ て洗 浄液１こ浸る 位が 適切 で

す
。

３ 静 か に バ ス ケ ッ ト、 ト レ イ、 ビ ー 力 一 な

ど を タ ン ク に 入 れ て く だ さし、。

ず タ ンク 底 面に洗 浄 物や ビー カー な どを 直

接 置 か な い で く だ さし１。

ず 洗剤 は かき 混 ぜな いでく だ さい。

４ ホ ー ル ド の 場 合、 右 に ノ ブ を 回 し ０ に し

て く だ さ い。 タ イ マ ー の 場 合、 タ イ ム ア

ッ プ す る か
、 ノ プ を 回 し ０ に す る と 発 振

が 止 ま り ま す。

発 振 が 終 わ っ た ら 静 か に バ ス ケ ッ ト、 ト

レ イ、 ビ ー カ ー な ど を タ ン ク か ら 出 し て

ず 下 さし、。 続 け て 洗 浄 し な い 時 は、 ヒ ー タ

一 を 必 ず ０ Ｆ Ｆ に し て 下 さし１。一１
５一

必 要 に 応 じ て、 き れし、な 水 で す す ぎ を し

ｉ
し ■ ■

て 下 さ い
。

一

ＤｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） に つし、て の 説 明 は１５ぺ 一 ジ に あ り ま す。
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操作の仕方

●ＤＴＨタイ プ

操
作
に
つ
い
て

① 日 ⑫□
酬／ＯＦＦ
． に商丁
■ ＳＯ ＭＣｇ

ＦＯ－ＥＲ ■ 匝６鵠

・コ 擦；ド
④ □ ⑤ □ ・ □

掘
○工ＳＰＬ自Ｙ

∠Ｌ〕ｎＲＮＩＮＧ：：艮粗 榊 徽 婁Ｅ緕紹畠

機 能 ず 連続 運転 は でき ません。

コ ン ト ロ ー ル

① Ｐ ＯＷ Ｅ Ｒ

（電源 スイッチ）

⑫ ０ Ｎ／ ０ ＦＦ

◎ Ｌ ＥＤ

ＤｌＳＰＬＡＹ

④ Ｓ Ｅ Ｔ

口１ＳＰＬＡＹ

⑤ ＣＬ ＥＡ Ｒ

ＤｌＳＰＬＡＹ

働 き

ブ ラ ン ソ ニ ッ ク の メ イ ン ス イ ッ チ で す。

ＳＥ Ｌ ＥＣＴ ＯＰＴ １ ０Ｎキ ーで

Ｓ ＥＴ Ｔ ＥＭＰ （ヒータ ー）

Ｄ ＥＧＡＳ Ｔｌ Ｍ Ｅ

Ｓ ＯＮｌ Ｃ Ｔｌ ＭＥ

各モー ドを選 択 し、 そ れ ぞれの ０Ｎ ／

０ Ｆ Ｆ を し ま す。

タ ンク 内 の洗 浄液 温度

（８ ０Ｌ ＵＴ １０ Ｎ Ｔ ＥＭＰ ℃）

洗 浄 液の 温 度設 定モ ー ド

（８ ＥＴ Ｔ ＥＭ Ｐ ℃）

超音 波 発振時 間 設定 モ ード

（Ｓ ＥＴ Ｓ ＯＮ ｌＣ ｍｉｎ）

口Ｅ ＧＡ Ｓ発振 時 聞設 定モ ード

（６ ＥＴ Ｄ Ｅ ＧＡ８ ｍｉｎ）

以 上 の い ず れ か を 表 示 し ま す。

ど れ を 表 示 す る か は、 ８ Ｅ Ｌ Ｅ Ｃ Ｔ

Ｏ Ｐ Ｔ １ ０ Ｎ キ ー で 選 べ ま す。

ＳＥＬＥＣＴ ＯＰＴ１０Ｎ キーで選択した

Ｓ ＥＴ Ｔ ＥＭＰ （ヒータ ー）

Ｄ ＥＧＡ Ｓ Ｔｌ Ｍ Ｅ

Ｓ ＯＮｌ Ｃ Ｔｌ Ｍ Ｅ

の それ ぞれ の 設定を 行い ます。

必 要 な 時 間、 又 は 温 度 に な る ま で 押 し

て く だ さし、。

ＳＥＬＥＣＴ ＯＰＴ１０Ｎ キーで選択した

Ｓ ＥＴ Ｔ ＥＭ Ｐ （ヒータ ー）

Ｄ ＥＧ ＡＳ Ｔｌ ＭＥ

Ｓ ＯＮ ｌＣ Ｔ ｌ ＭＥ

のそ れ ぞれ の設 定をク リヤー しま す。

グ リ ヤ ー 後 は、 Ｌ Ｅ ０ 口１ＳＰ ＬＡ Ｙ

にｏ口の 表 示 が で ま す。

０』邊目 霊 ＬＥＯτ
０ＩＳＰＬ日Ｖ ＯＰＴＩＯ一

● ９＝ＬｕτｌＯ “ ］ 冊 Ｌ ㎜ 『 真 一． Ｆ口Ｏ ■ τＯ Ｆ

●００ ”０Ｔ ＦＬ勧Ｅ Ｗ ＴＨＩ－０ ０” τＯ標 ９０１［ ㎜

コ ン ト □ 一 ル 働 き

◎ ＳＥ ＬＥ ＣＴ Ｓ Ｅ ＬＥ ＣＴ Ｏ ＰＴ １０ Ｎキ ー を押

０ Ｐ Ｔ １ ０ Ｎ す と 上 部 の イ ン デ ィ ケ イ タ ー ラ ン プ１こ

緑 色 の ラ ン プ か 順 に 点 灯 し ま す。

点 灯 したモ ー ドの 設定／ ク リア ー ／数

値 の 読 取 り か 出 来 ま す。

ず モ ー ドの設 定 は

④ ６ ＥＴ Ｏ １Ｓ ＰＬＡ Ｙ キー

クリアー は⑤ ＣＬＥＡ Ｒ 口１６ＰＬＡＹ

キ ー で 行し、ま す。

ず Ｓ ＯＬＵＴ１０Ｎ ＴＥＭＰ ℃ は、設 定／

ク リ ア ー は 出 来 ま せ ん。

ＦＵ ＮＣＴｌＯ Ｎ ｌＮ 口１ＣＡＴＯＲ

で の 数 値 の 読 取 り の み で す。

⑦ ＦＵＮＣＴ１０Ｎ Ｓ ＥＬＥ Ｃ Ｔ Ｏ Ｐ Ｔ１０ Ｎキ ー を押

１Ｎ 口１Ｃ ＡＴ ＯＲ すと 各モ ー ドのイ ン ディケ ータ ー ラン

フか 点灯 し ＬＥ口 ＤＩＳ Ｐ ＬＡ Ｙに
｛

下記 内容の 二桁の 数字 が表 示 され ます。

ソ

ＳＯＬＵＴ１０ＮＴＥＭＰ℃ 洗浄液の現在の温度を表示

日ＥＴ ＴＥＭＰ Ｃ 洗浄液の設定温度を表示

ｌ１ ～６９
’
Ｃま で設定可能〕

巳ＥＴ ＴｌＭＥ 超音 波発振の 設定時闇表示

ｌ１～日９分まで設定司能〕

（初期表示は６口分です）

ＳＥＴ ＤＥＧＡＳ ＤＥＧＡＳの 設定時閤表示

（ 卜９９分まで設定司能〕

（初期表示は５分です）

ＨＥＡＴ ＯＮ ヒーターが０ Ｎしているこ



■燥作につし、て ●ＤＴＨタイ プ
○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○

操作の仕方

●ＤＴＨタイ プ

△ 注 意 △
＊洗 浄 する 部品 や容 器 を洗 浄器 のタ ン クの 底に 直 接置 か ないで く ださし、。 専用 のト レー （ブ ラ ンソ

ニ ッ ク専用 ア クセ ザ リー） ス テン レス 受台 を 使用 す るか洗 浄 物を吊 して洗 浄 してく ださい。

＊ 洗浄凌の液面をオペレー一テイングレペル （タンク のふちから２５㎜〕 以下でヒータ ーや超音波の運 転を しないでくださし、。

＊ ア ル コ ー ル、 ガ ソ リ ン、 可 燃 性 の 洗 剤 は 決 し て 使 わ なし、で く だ さ い。 火 災 や 爆 発 を 引 き 起 こ す 恐

れ が あ り、 保 証 は 無 効 と な り ま す。 水 系 の 洗 剤 を 使 っ て く だ さし、。

＊ 無 機 酸 （塩 酸、 硫 酸
、 硝 酸、 炭 酸 な ど） を 決 し て 使 わ な い で く だ さし、。 タ ン ク を 損 傷 し ま す。

上 記 の注 意項 目に 関 する 故障 は、 保 証外 とな り ます。

発振スタ ートま でに 洗浄条件の設定

ＳＴ ＥＰ Ａ ＣＴ １ ０Ｎ ８ＴＥＰ 項 目 Ａ ＣＴｌ ＯＮ

１ 汚 れ に 遭 し た 洗 剤 を 選 定 して く だ さ い。 発 振 時 間 設 定 Ｄ Ｅ Ｇ Ａ Ｓ 終 了 後、

タ ンク の０ＰＥＲＡＴｌＮＧ ＬＥＶＥＬ ま で温 水を 発振 時問 は初 期表 示の６０分を 表

２ 入 れ て く だ さ い。
示 し ま す。

（６０℃ 以 下） Ｓ Ｅ Ｔ 必 要 に 応 じ て、 ８ＥＴ ／ＣＬＥＡＲ

３ 規 定 量 の 洗 剤 を 温 水 に 加 え て く だ さし、。 １
Ｔ ｌ Ｍ Ｅ キ ー で、 超 音 波 時 間 を 設 定 し て

４ 電 源 プ ラ グ を 入 れ て く だ さし、。

く だ さし、。

（１～９９分ま で設定 可能）

５
２ ぺ一 ジの 安 全につ い てを参 考 に

必 ず、 再 度 ご 確 認 く だ さ い。 設 定 後 に ０ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ キ ー を 押

パ ワ ー ス イ ッ チ を ０ Ｎ し て 下 さし、。 す と 超 音 波 発 振 が 始 ま り ま す。

３秒間、 自己 診断の サイ クル 後 に、 Ｌ Ｅ 口
洗 浄液 温度 設定 ① ＳＥＬ Ｅ ＯＴ ＯＰ Ｔ １０Ｎ

６ Ｄ ｌ Ｓ Ｐ Ｌ Ａ Ｙ に口５の 表 示 か 現 れ ま す。 キ ー を 押 し Ｆ Ｕ Ｎ Ｃ Ｔ ｌ Ｏ Ｎ

ＦＵＮＣＴ１０Ｎ ｌＮＤｌＣＡＴＯＲ の ＳＥＴ
ｌ ＮＤ ｌＣ ＡＴ ＯＲ の 緑色の

口 Ｅ Ｃ Ａ Ｓ に 緑 色 の ラ ン プか 点 灯 し ま す。 表 示 を Ｓ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ Ｍ Ｐｌこ合

曾 口５表 示 を 確 認 す る 前 に パ ワ ー ス イ ッ チ を ０ Ｆ Ｆ ／ ０ Ｎ し ま Ｓ Ｅ Ｔ わ せ て く だ さし１。

、
Ｊ す と、 表 示 が 誤 動 作 し ま す。

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ ｅ Ｓ Ｅ Ｔ Ｄ １ ８ Ｐ Ｌ Ａ Ｙ キ ー

再 度 ０ Ｆ Ｆ し て、 パ ワ ー ス イ ッ チ を 入 れ 直 し て 下 さ い。

を 押 し、 必 要 な 洗 浄 液 温 度 に

２ 設 定 し て く だ さ い。
口ｅｇａＳＳ （脱 気）

（１ ～６９℃ま で設 定可 能）

初 め て 洗 浄 器 を 運 転 す る 場 合 や 洗 浄 液 を 取 り 替 え た 時 に は、 １◎ 設 定 が 完 了 し た ら ０Ｎ ／０ＦＦ

口ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） を 行 っ て く だ さ い。 キ ー を 押 し ヒ ー タ ー を Ｏ Ｎ し

Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ Ａ Ｏ Ｔ １ ０ Ｎ て く だ さ い。

Ｄ Ｅ Ｇ Ａ ８ 時 間 を 設 定 し て 下 さし、。

Ｆ Ｕ Ｎ Ｃ Ｔ １ ０ Ｎ ｌ Ｎ Ｄ ｌ

１ （５分 程度）
ＣＡＴ ＯＲ に ＨＥＡ Ｔ ＯＮ

初 期 表 示 は、 ０５ （分） を 示 し てし、ま す。
の ラ ン プ が 点 灯 し ま す。

０ Ｎ／ ０ＦＦ スイ ッチ を 押し ＤＥ ＯＡ Ｓを始 め
洗浄 液 温度の ヒータ ー 使用 時に、 洗 浄液 温を

２
て く だ さし、。

モ ニ タ ー モ ニ タ ー す る 場 合 は、

Ｄ Ｅ Ｇ Ａ ８ 時 間 か 終 了 す る と、 洗 浄 条 件 の 設 定

Ｓ Ｅ Ｌ Ｅ Ｃ Ｔ Ｏ Ｐ Ｔ ｌ Ｏ Ｎ キ

３
に 入 り ま す。

一 を 押 し Ｆ Ｕ Ｎ Ｏ Ｔ １ Ｏ Ｎ

３ ｌ Ｎ Ｄｌ ＣＡＴ ＯＲ の緑 色 の表

口ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） に つ い て の 説 明 は１５ぺ 一 ジ に あ り ま す。 示 を Ｓ Ｏ Ｌ Ｕ Ｔ１０ Ｎ Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ

に 合 わ せ て く だ さ い。

現 在の 洗浄 液の 温度 を表 示 しま

す。

曾 口５表示 を確 認す る前 にパ ワース イ ッチ を０ ＦＦ ／ ０Ｎ しま

、
Ｊ す と、 表 示 が 誤 動 作 し ま す。

再 度 ０ Ｆ Ｆ し て、 パ ワ ー ス イ ッ チ を 入 れ 直 し て 下 さ い。

口ｅｇａＳＳ （脱 気）

初めて 洗 浄器を 運 転する 場合 や洗 浄液 を取 り替 えた 時 には、

口ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） を 行 っ て く だ さ い。

口ｅｇａＳＳｉｎｇ （脱 気） に つ い て の 説 明 は１５ぺ 一 ジ に あ り ま す。

燥
作
に
つ
い
て



■操 作 につし、て ●ＤＴＨタイ ブ
・ ● ・ ● ・ ． ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ … ● ・ ・

燥作の仕方

運転

ず 運 転中に発振を停止させたし、時は、 ０Ｎ／

０ Ｆ Ｆ ス イ ッ チ を 押 し て く だ さ い
。

ＰＯＷＥＲスイッチでの発振の停止 は、 機

器の故障の原因になりま すので行わな いで

下 さ い。

Ｓ ＴＥＰ ＡＣＴ１０Ｎ

１ ０Ｎ／０ＦＦスイッチを押し

発振を開始 してくださし㌔

２ 洗 浄 物 を バ ス ケ ッ ト、ト レ イ、

ビー力一などの中に入れてく

だ さ い。

間接洗浄の場合
穴なしトレイやビー力 一を ご

使用の時は、 温水と洗剤を 入

れ て く だ さ い。

洗浄物がすべて洗浄液 に浸る

位か適切 です。

３ 静 か に バ ス ケ ッ ト
、

ト レ イ
、

ビー力 一などをタ ンク に入 れ

て く だ さし、。

ず タンク底面に洗浄物やビー力

一などを直接置かないでくだ

さ い。

ず 洗剤はかき混ぜないでくださ

い
。

４ 設定発振時間の終了 後、 洗浄

物を静かにタンクから出して

下 さ い。

５ 必 要 に 応 じ て、
き れ い な 水 で

す す ぎ を し て 下 さ い。

ＤＴＨタイプの裏技

その１ 一度設定 した条件で洗浄を繰り返 したい時〃

洗浄サイクル 終了後、ＦＵＮＣＴ１０Ｎ ｌＮＤ１０ＡＴＯＲ

の緑色の表示がＳＥＴ ６０Ｎ１０で点灯してし、ること

を 確 認 し て く だ さ い。

又はＳＥＬＥＯＴ ＯＰＴｌＯＮキーでＳＥＴ ＳＯＮｌＣ

にＦＵＮＣＴ１０Ｎ ｌＮ口１ＣＡＴＯＲを 緑 色ラ ン プに

合 わ せ て 下 さし、。

そ し て、 ０ Ｎ ／ ０ Ｆ Ｆ ス イ ッ チ を 押 し て く だ さ い
。

前回 と同 じ設定 での 洗浄サイク ルが行われます。

つ一ＤＴＨ タイ プの裏技

その２ 洗浄サイクル中に発振 時間の設定を変えたい

とき〃

洗 浄サイクル中に発振時 間を変える場合は、まず０Ｎ

／ ０ＦＦスイッ チを押 して洗 浄サイクルを 中断して

下 さし、
。

次 にＳＥＬＥＣＴ ＯＰＴ１０ＮキーでＦＵＮＣＴ１０Ｎ

ｌＮＤｌＣＡＴＯＲ の緑色の表示を ＳＥＴ ＳＯＮ１０に

合 わ せ て 下 さ い。

そして、発振時間を延ばしたし、時はＳＥＴ 口１ＳＰＬ 州

キ ーを押 し必要な 時間に設定 してくださし、。

発振 時間を縮めた い時は ＣＬＥＡＲ ＤｌＳＰＬＡＹキ

ーを押 して設定 時聞を 一端ク リ ア ーした 後 ＳＥ Ｔ

ＤｌＳＰＬＡＹキ ーを押し必要 な時間に設定 してくだ ’

さ し、。

設定後に再び０Ｎ／０ＦＦスイッチを押して下さ い。

言 設定 時間での洗 浄サイクルが始まります。

口ＴＨタイプの裏技

その３ 洗浄サイクル中に洗浄液の温度をみたい時〃

、
ノ

洗 浄サイクル中に洗浄液の温度をみる場合、ＳＥＬＥＣＴ

ＯＰＴ１０Ｎ キーで ＦＵＮＣＴ１０Ｎ ｌＮ口１ＣＡＴＯＲ

の緑色の表示を ＳＯＬＵＴ１ＯＮ ＴＥＭＰに合わせて

下 さ い
。

ＬＥ口 Ｄ 旧 ＰＬＡγに赤色 の数字で洗浄液 の温度を

表 示 し ま す。

この時は、 洗浄サイクルは中断しません。



■ 知 つ て おし、て 下 さし、。
・ ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ・ … ○ ● ● ○

タンク
手入れ ● 洗 浄 液 を 取 り 替 え る 時、 タ ン ク が 汚 れ て い な い か 常 に 注 意 し て 下 さ し、。 汚 れ て い る と き に は、

柔らかな布や水で 清掃して下さい。

ドレイ ンバル ブの取付 方法 （３５１０．５５１０．８５１０）

● 排水ニッ プルの先端にあるキャップを取り除いた後、 排水ニップル先端のネジ山に よく シーリ

ングテー プを時計方向に巻きっけてください。 その際、 ネジ山のゴミ等異物は、 取り 除いてく

だ さ い。

（納入時には、 シーリングテー プが巻き付けてあります）

シーリングテープを巻いた排水ニップルのネ ジ部に、 パル ブを手で締め付けて取り 付けます。

手で回らなくな ったら、 バル ブのハンドルが上になるまでレンチで一回程度回してく ださい。

曾 パルブの過度の締め付けはタ ンクを損傷する原因となりま す。 新た にバルブを取付ける際 には、

必ずシ ーリ ングテー プを巻き 直してくださし、。’’
）

バルブの先端にホ ＿スアダプタ＿を手で廻 して取付けてください。 ホ ースは、 ホ ＿スア ダプタ

ーを手 で押さえて アダプターの奥まで差し込ん でくださし㌔

給水の際には、 ハンドルをバル ブ本体に対 し直角になるようにしてバル ブを閉 じてく ださい。

排水の際には、 ハンドルをバル ブ本体に対 し平行になるようにしてバル ブを開いてく ださい。

雷 ⑪

キヤツ九
１

㊥
ホースアダプター 刈 呂 」

１
，
Ｊ １

バル ブ

泰

排 水 ● 洗浄 液を排水する 時には、 必ず電源コ ンセ ントを抜いて から行って下さし１。 ，譲

また、 洗剤によっ ては中和処理後に排水を して下さい。

１５ぺｉジの洗剤の説明をお読み下さし㌔ 洩進

給 水 ● タ ンク に給水をす る時には、 必ず電源コンセ ントを抜いてから行って 下さし１。 ・１ 螺

給水 は０ＰＥＲＡ ＴｌＮＧ ＬＥＶＥＬ まで、 温水を 入れて下さい。

ず 穴な しトレイやビーカ ーを使用する場合、 一度空の穴なしトレイ やビー力 一をタンク にセ ット

し０ ＰＥＲＡＴｌＮＧ ＬＥＶＥＬ まで、 温水を入れ て下さし、。 先 に温水を給水すると温水

がタ ンクから溢れることがあり ます。

液 面 レ ベ ル ● 体積 の大きな洗浄物を洗浄しタ ンクから出した時、 液面 レベルが０ＰＥＲＡＴｌＮ Ｇ

ＬＥＶ ＥＬ以下になることがあ ります。

洗浄液を補給し、 口ＥＧＡＳを して下さい。 液面レベル の低下は機器 の故障原因となります。



■ 知 つ て おし、て 下 さ し、。 ●タンク●温度●ＤＥＧＡＳ（脱気）
・ ● ・ ○ ・ ・ ● ● ・ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ・ ● … ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ・ ●

週 負 荷 ● タンクの底面の裏に振動子が組み付けられています。

（０ＶＥＲＬＯＡＤ） タンクの底面に洗浄物を直接置く と振動子の動きが妨げられます。
これは、 過負荷による振動子や発 振器の故障原因となります。

タンク底 面には、 洗浄物を直接置 かないで下さい。

ビ ー カ ー を ビ ー 力 一 ラ ッ ク を 使 っ て 利 用 す る 時 は、 ビ ー カ ー と タ ン ク 底 面 と の あ い だ を２５㎜ 以

上あ け、 充分な振動か発生するようにして下さ い。

カ バ ー ● ヒーターを使って洗浄液を昇温させる時タンクカバーを使うと早く 温度 が上かります。

換気用の穴 付きカバーの穴を塞ぐと、 オーバヒートの危険があります。

換気用の穴を塞がないで下さし、。

温度
ヒーター

温度上昇

７５℃

● ヒータ ーを使っているうちにタンクの側壁が 変色してくることがありま す。
こ の 変 色 に よ る 洗 浄 器 の 性 能 の 変 化 は あ り ま せ ん。 一ハ、

● ＭＴＨ， ＤＴＨタイ プを使用 の場合の洗浄液の温度上昇

●タ ンクカバーな し ５口士５℃ ●タンクカバー使用 ６２士５℃

違続で超音波発振を した場合、 洗浄液の温度 は超音波振動により上記の温度より上 昇します。
ＤＴＨ タイプの場合、 洗浄液の 温度が７５０Ｃに 達すると洗浄器の運転が停止します。
そ の時ＬＥＤ 口１ＳＰＬＡＹ に赤色の７５の 数字が点滅します。

０Ｎ／０ＦＦキーを押して、 洗浄器を冷却 して下さし、。

より早く冷却するには、 洗浄液の交換が効果的です。

ＤＥＧＡＳ （脱気）
●新しい洗浄液 （温水） の中には・ 溶 解したガス （主に空気） が入っています。
●これらのガスは、 洗浄液の超音波効果 （キャビテーショシ） を妨げる働きをします。
●これらのガスを洗浄液から除去することを、 Ｄ ＥＧＡＳ （ディガス） といいます。
●新しし、洗 浄液 （温水） のガスを抜くには、 Ｊ／ＭＴＨタイ プでは、 洗浄前に５～１０分 洗浄液だけで運転し、
その後に 洗浄物をし、れて運転して下さし、。

●口ＴＨタイ プには口ＥＧＡＳモードがありますので、 洗浄前に０ＥＧＡ Ｓモードで５分程度 洗浄液だけで運

転 し、 そ の 後 に 洗 浄 物 を 入 れ て 運 転 し て 下 さし１。

●通常、 洗浄液は超音 波洗浄器を１ 日以上運転しなし、でタンクの中に入れておくとガス （主に空気） が洗浄液の

中に再ぴ溶解します。 その場合は ＤＥＧＡＳ運 転をして脱気 して下さし、。
●口ＥＧＡＳ は、 洗浄液を取り替えた時や補充した時にも行 って下さし、。



■ 知 つ て おし、て 下 さし、。 ●洗剤
○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

●洗剤
△ 注 意 △

＊ ア ル コ ー ル、 ガ ソ リ ン、 可 燃 性 の 洗 剤 は 決 し て 使 わ なし、で く だ さ い。 火 災 や 爆 発 を 引 ぎ 起 こ す 恐

れ が あ り、 保 証 は 無 効 と な り ま す。 水 系 の 洗 剤 を 使 っ て く だ さし、。

＊ 無 機 酸 （塩 酸、 硫 酸
、 硝 酸、 炭 酸 な ど） を 決 し て 使 わ な い で く だ さし、。 タ ン ク を 損 傷 し ま す。

上記の 注 意項 目に関 す る故 障 は、 保 証外 とな りま す。

水系洗剤 水系洗剤には２種類の物があります。 そ して大きく酸系とアルカ リ系に分けれます。 その中に

は合成洗剤や特定の汚れを 落とすように 作られた工業用の洗剤があります。 ブランソニック専

用洗剤はこの水系洗剤です。

（酸性洗剤〕 酸性洗剤は錆、 く もりや 金属 の付着物な どの除去に適 します。

（主 な 洗 浄 物） ガ ラス器 具の 汚れ、 く も り

石 膏、 亜 鉛 の 酸 化 物

／ 鉄 錆、 鋳 物 錆、
焼 ぎ 入 れ 後 の す す や よ ご れ

’
、 プ ラ ン ソ ニ ッ ク 専 用 洗 剤 で は、

● 金 属 酸 化 物 洗 剤 （０ Ｒ） が 弱 酸ｉ性 洗 剤 で す。

酸性洗剤を排水する時には、 アルカ リ系 の溶液で中和 して下さい。

金属酸化物洗剤 （０Ｒ） 樹非水する時に は、 他のアルカリ系のブランソニック専用洗剤などで

中和 した上に 水で良く 薄め てか ら排水し て下さい。

（アルカリ性洗剤〕 アルカリ性洗剤 は炭酸塩、 ケイ酸塩、
奇柱系の洗剤 が含まれます。 これらアルカリ性洗剤に は

き れいになった洗浄物の表面に汚れが再 び付くこと を防止する働 きかあります。 これを乳化作

用 と 呼 ぴ ま す。 ま た、 硬 水 で も 洗 浄 を 促 進 す る 働 き が あ り ま す
。

Ｕ

アルカリ性洗剤の分類

＊ 弱 ア ル カ リ 性 洗 剤

＊弱 ア ルカリ 性洗 剤

＊ ア ル カ リー性 洗 剤

＊ 強 ア ル カ リ 性 洗斉■」

（主な洗濠物）

軽質 油 軽質 グ リー ス 切 削 油 切 削 粉

重質 油 重貿 グ リー ス 植 物性油 イ ンク

ワッ ク ス 研 麿 材 蛋自貿 （牛乳の 汚 れな ど）

炭水 化物 （食 品の 汚 れな ど）

酸化 物被 膜 焼き 入 れ後の すす

釜属 腐食 物 酸化 物

ブ ラ ン ソ ニ ッ ク 専 用 洗 剤 で は、

● 弱 ア ル カ リ 性 洗 剤 は 金 属 用 洗 剤 （Ｍ Ｃ － １） 光 学 用 洗 剤 （０ ０） で す。

● ア ルカリ 性 洗剤 は一 般用 洗剤 （ＧＰ） 工業用 洗剤 （ｌＳ）

金 属 用 洗 剤 （Ｍ Ｃ － ２， Ｍ Ｃ － ３）

宝 石 用 洗 剤 （Ｊ Ｃ） 、 電 子 部 品 用 洗 剤 （Ｅ Ｃ） です。

上 記 ア ル カ リ 系 プ ラ ン ソ ニ ッ グ 専 用 洗 剤 を 排 水 す る 時 に は、
ブ ラ ン ソ こ ツ ク 専 用 洗 剤 の 金 属 化 合 物 用 洗 剤

（０ Ｒ） な どで中 和 した上 に水 で 良く薄 め てか ら排水 し て下 さい。

曾 洗 浄液の取替え

洗浄液は定期的に 取り 替えることをお勧めします。

汚れた洗浄液の中 にある 汚れの 微粒子がタンクの底にたまり、 超音 波の効果を弱めることがあります。

ず 洗浄物の損傷

熱や超音波振動で洗剤の化学反応が促進さ れ過ぎて、 洗 浄物が損傷することがあり ます。

そ の 様 な 心 配 を さ れ る 時 に は
、

ぜ ひ サ ン プ ル な ど で 実 験 し て か ら お 使 い 下 さ い。 又 は、 弊 社 に ご 相 談 下 さし、。

曾 防錆剤
ブランソニ ック専用洗剤は水系の洗剤ですので、 鉄などの錆ぴやすい 金属を洗浄する場合には、 水溶性防錆剤と

の併用をお勧め します。 洗浄後のすすぎの時も防錆剤 をお使し１下さい。 水溶性防錆剤は、 短時間 （１日） の防錆

効果がありますが、 長期の効 果はありませ んので、 ご注意下さい。
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洗浄液の適量とは？

一般用洗剤

工業用

金属酸化物用

宝石用

研磨材用

光学用

電子部品用

金 属用 ＭＣ－１

Ｍ Ｃ －２

Ｍ Ｃ －３

希釈率

１ ０倍

１０倍

１ ５倍

１ ０倍

１ ５倍

１ ０倍

２口倍

１ ５倍

１５倍

１ ０倍

ＯＰＥＲＡＴｌＮＧＬＥＶＥＬまでのタンク容量

１５１０ １５６０ｃｃ

２５１０ ２４４０ｃｃ

３５１０ ５６４０ｃｃ

５５１０ ８９４０ｃｃ

日５１０ １８３６０ｃｃ

薄め方は、 タ ンクの容量を１００と し希釈率１０倍のものは、 タ ンク容量のｉ／１０の量が適 量です。

希 釈 率 は、 洗 浄 の 目 安 で す。 汚 れ に 応 じ て 希 釈 し て お 使し、下 さ い。

ブラ ンソニック 専用洗 剤の種 類と用 途

△ 注 意 △
＊奇 抜な 宝石 類 は決 して 洗浄 しな いでく ださ い。

熱 と 超音波 振 動によ り 接着 箇所が 纏 む恐 れ があり ま す。

＊ エ メ ラ ル ド、 ア メ ジ ス ト、 パ ー ル、 さ ん ご、 オ パ ー ル、 ト ル コ 石、 ラ ピ ス、 ペ リ ド ッ ト

ズリ ー 等の 室石 類は 決 して 洗浄 しな いで下 さ い。

ラ ピラ

品名

光学用

宝石用

研磨材用

金属酸化物用

電子部品用

一般用

工業用

金属用

金属用

金属用

略称

（００）

（Ｊ０）

（巳０）

（０Ｒ）

（ＥＣ）

（ＧＰ）

（ｌＳ）

（ＭＣ －１）

（ＭＣ－２）

（ＭＣ －３）

用途

レ ン ズ
、

ガ ラ ス

指 輪、 バ ン ド、 金、 プ ラ チ ナ
、

宝 石

研 磨 粉、 鉄 円、 ト リ ボ リ

錆、 金属酸化物

ロ ジ ン フ ラ ッ ク ス、 プ リ ン ト 基 盤

一 般 的 よ ご れ、 指 紋、 砂 ぽ こ り
、

油 脂

金 属 や プ ラ ス チ ッ ク の 切 削 油、 金 属 粉、 グ リ ー ス、 カ ー ボ ン

アルミニュウム

鉄、 銅、 亜 鉛
、

真 鎌

Ｍ Ｃ － １， Ｍ Ｃ － ２ と 用 途 は 同 じ。

排液か環境を汚染しにくい洗剤 です。 （生分解性が高し、）

ご 発注はケース単位で承り ます。

９５０ｍ旦ｘ１２本入／
以上の２種類のケー スを ご用意 しております。

３
．
８０ × ４本 入 ∫
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●洗浄タンクに害のある薬品

下記の薬品は、 超音波の作用や高温によって化学反応を進行させ、 洗浄タンクを痛める恐れがあります。 これらの薬

品や同 種の薬品の原液あるいは希釈 したものを、 洗 浄タンクに入れて使用 しないでください。

●薬品名

ア セ ト フ ェ ノ ン

亜 硫酸水素カルシウム

ア ンモニア水

塩 化アルミ

塩 化アルミニウム

塩化亜鉛

塩 化エチル

塩 化カリウム

、 塩化水銀

塩化第一スズ

塩化第ニスズ

塩化第一鉄

塩化第二鉄

塩化銅

塩素

塩酸

塩素酸

王水

クロム酸

クロ□酢酸

ケイフッ化水素酸

三塩化ア ンチモン

次亜塩素酸カ ルシウム

次亜塩素酸ナトリウム

臭素

フッ化アルミニウム

フッ化水素アンモニウム

フッ化水素酸

フッ化ホウ素酸

フ ッ化ホウ素酸 銅

フツ素

硫酸

硫 酸ア ルミニウ ム

硫 酸水素カ ルシウム

リ ン酸

●金属に対するブランソニック洗剤の影響

Ｊ

洗 剤 略 称 鉄 鋼 黄 銅 アルミニウム マグネシウム 亜 鉛 銅 ス ズ

光 学 用 （００） な し なし なし なし舳 な し舳 な し な し舳

宝 石 用 （Ｊ０） な し なし なし な し な し な し な し

研 磨 材 用 （ＢＣ） なし
わ ずかに

変 色
なし な し 侵食 な し な し

金属酸化物用 （０Ｒ）
わ ずかに

エツチング
なし

わずかに

侵食
侵食 侵食 なし な し

電子部品用 （Ｅ０） なし なし
わずかに

侵食
なし な し なし な し

一 般 用 （ＧＰ） な し なし
わずかに

侵食
なし な し な し な し

工 業 用 （ｌＳ） な し なし
わずかに

侵食
なし な し な し な し

工 業 用 （ＭＣ－１） な し なし なし なし な し な し な し

金 属 用 （ＭＣ－ ２） な し なし
わずかに

侵食
なし な し な し な し

金 属 用 （ＭＣ－ ３） なし なし
わずかに

侵食
なし な し な し な し

〃不
一一 さ

ｏ

＊ ＊ １６０℃ 以 下 の 液 温 で は 影 響 有 り ま せ ん。



■故障かな？
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■故障かな？

一 △ 讐 告 △

＊装置内部は高電圧がかかっています。 絶対 にカバーを取り外し、 装 置内 部に触 らなし、で下さし、。

装 置内部に触る と、 感電の危険があります。

● 故 障 か な？ と 思 っ た ら。

１、
ま ず、 使 用 を や め て 下 さ い。 ＊ＭＴタイプ タイマーを０分にする。

＊ＭＴＨタイプ タイマーを０分にする。

＊ＤＴＨタイ プ ０Ｎ／０ＦＦスイ ッチを ０ＦＦ にする。

ＰＯＷＥＲ スイ ッチを０ ＦＦにする。

２． 修 理 ご用 命 の 前 に、 下 記 事項 を 確 認下 さ い。
電 源 が 入 ら な い。 ・ 電 源 プ ラ グ は Ａ Ｃ１００Ｖ コ ン セ ン ト に 入 っ て い ま す か ？

・ 電 源 コ ネ ク タ は 本 体 に し っ か り 入 っ てし、ま す か ？

発振しない。 ・ＭＴタイ プ： タイ マーをホールドにするか、 タイマーを 時計方向に廻 して、
胃確認して下さ い。

ＭＴＨタイプ：タイマーをホールドにするか、 タイマーを 時計方向に廻 して、

再確 認して下さ い。

ＤＴＨタイプ：発振時間か “００” になって いませ んか？

ＦＵ ＮＣＴ１０Ｎ ｌＮ 口１ＣＡＴＯＲのラン プはＳＥＴ

ＳＯ ＮｌＣ６になってし、ますか？

ヒ ー タ ー が 入 ら なし、。 ・ Ｍ Ｔ Ｈ タ イ プ ： ヒ ー タ ス イ ッ チ が ０ Ｎ し て し、ま す か ？

口ＴＨ タイ プ：ＨＥＡＴ ＯＮ ランプが点灯 していますか？

点灯していない時１１ぺ一ジの “洗浄条件の設定” をお読み下さし、。

７５申滅 ・ＤＴＨ タイ プ：洗浄液の液湯が７５℃に達すると洗浄機の運転を停止し、 ７５の数

字が点滅します。 液温と液面 レベルを確認 し、 冷却 後再度発振

を開始して同様 な現象が起きるか確認して下さい。

洗浄が悪し、 ・洗浄液は脱気してありますか？

・専用 の水系洗剤を使用し温水 （４０～５０℃） を使用してし、ますか？

・ 洗 浄 液 は 汚 れ てし、ま せ ん か ？

・０ＰＥＲＡＴｌＮ Ｇ ＬＥＶＥＬ まで洗浄液が入って いますか？

その状 態で洗浄が悪い場合は、 洗浄液を注いでし、き液画が 一番波立っ ところを

み つ け て 下 さ い。

・ タ ン ク の 内 壁 が 汚 れ てし、ま せ ん か ？

・洗浄力確認の為ガラ ススライ ドテストを行って下さし、。 （６ぺ一ジ参照）

排水時ドレイ ン部の水漏れ ・ ドレイ ンバルブは適切に取り付 けされていますか？ （８ぺ一ジ参照）

排水不良 ・装置底面より必ず下側にホースかある ように 流し台等に十 分落としてご 使用 し

て る か 確 認 下 さ い。

ゴミ等による排水のつまりを除却する為、 クリーンな水で排水を何回か 行って

下 さ し、
。

３． 修 理 の ご 用 命 ・修理ご用命前の確認 でも回復しない場合は、 修理をお申し付け下さい。

△ 注 意 △
★ ご 自 分 で の 修 理 や 分 解 を す る こ と は 絶 対 お 止 め 下 さし、。 ま た、 故 障 の ま ま の ご 使 用 は お 止 め 下 さ い。



■アクセサリー ● ブラ ンソ ニッ ク・アク セ サ リ ー
● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

ブランソニックにより洗 浄を効果 的に出来る豊富なアクセサリー を揃えており ます。

洗浄物に合わせてお選 ぴ下さい。

、

品 名 型 式

１５１０用 タ ンク カ バー Ａ－１２－１

穴 な し ト レ イ Ａ－１２－２

穴 あ き ト レ イ Ａ－１２－３

ビ ー カ ー ラ ッ ク Ａ－１２－４ ６００ｍ皿×１

メ ッ シ ュ バ ス ケ ッ ト Ａ－１２－Ｍ

ス テ ン レ ス 受 台 Ａ－１２－Ｓ

２５１０用 タ ンク カ バー Ａ－２２－１

穴 な し ト レ イ Ａ－２２－２

穴あ き トレイ Ａ－２２－３

ビ ー 力 一 ラ ッ ク Ａ－２２－５ ６００ｍ皿×２

ビ ー カ ー ラ ッ ク Ａ－２２－６ ２５０ｍ皿ｘ２

メ ッ シ ュ バ ス ケ ッ ト Ａ－２２－Ｍ

ス テ ン レ ス 受 台 Ａ－２２一巳

３５１０用 タ ンクカ バ ー Ａ－３２－１

穴 な し ト レ イ Ａ－３２－２

穴 あ き ト レ イ Ａ－３２－３

ビー カ ー ラ ッ ク Ａ－３２－４ ２５Ｄｍ迎ｘ３

ビ ー カ ー ラ ッ ク Ａ－３２－５ ６００ｎ１皿×２

メ ッ シ ュ バ ス ケ ッ ト Ａ－３２－Ｍ

ス テ ン レ ス 受 台 Ａ－３２－Ｓ

５５１０用 タ ンクカ バ ー Ａ－５２－１

穴 な しト レイ Ａ－５２－２

穴 あ き ト レ イ Ａ－５２－３

ビ ー 力 一 ラ ッ ク Ａ－５２－４ ６００ｍ皿×４

メ ッ シ ュ パ ス ケ ッ ト Ａ－５２－Ｍ

ス テ ン レ ス 受 台 Ａ－５２－Ｓ

８５１０用 タ ンク カ バー Ａ－８２－１

穴な し トレイ Ａ－８２－２

穴 あき トレイ Ａ－８２－３

ビ ー 力 一 ラ ッ ク Ａ－８２－４ ６００ｍ皿×６

メ ッ シ ュ バ ス ケ ッ ト Ａ－８２－Ｍ

ス テ ン レ ス 受 台 Ａ－８２－Ｓ

ビー力一 Ａ－６００－１ ６００ｍ皿ガラス

ビー力 一 Ａ－６００－２ ６００ｒｎ皿ステ ンレス

ビーカ ー Ａ－２５０ ２５０ｍ皿ガラス

ビー力 一 Ａ－４００ ４００ｍ皿ボリ プロ ピレン※

・カ ブ ラ ン ソ ニ ッ ク 用 ア ク セ サ リ ー を ご 注 文 の 時 は、 品 名 と 型 式 を ご 指 定 下 さ し㌔

※６００ｍ垣用 ビ ー カ ー ラ ッ ク を ご 使 用 下 さ い。



■仕様
・ ・ ● ・ ○ ○ … ○ ・ … ○ ・ ・ ● … ● ・ ● ○ ● ・ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ・ ○ ・ ○ ・ ● ・

モデル 機 能 全 体寸法 タンク寸法 タンク容量 重量 発振周渡数 超音波入力 ヒーター出カ ヒューズ

（ｍ／ｍ） （ｍ／ｍ） （Ｌ〕 （ｋ９） （ｋＨｚ） （Ｗ） （Ｗ〕 （Ａ）

ＷｘＬｘＨ ＷｘＬ×Ｈ

１５１０Ｊ

Ｍ Ｔ メ カ ニ カ ル タ イ マ ー ２５４×３０５×２９５ １５０ｘ１３５×１０２ ２．０ ３
．
５ ４２ ９０ １

．
０

Ｍ Ｔ Ｈ メカニカルタイ マー／ヒーター ２５４×３口５×２目５ １５０ｘ１３５ｘ１口２ ２
．
０ ３

．
５ ４２ ９０ ６５ ２

．
０

口 Ｔ Ｈ デジタルコントロール／温調ヒーター ２５４ｘ３０５×２９５ １５０×１３５ｘ１０２ ２
．
０ ３

．
５ ４２ ９０ ６５ ２

．
口

タイマー／ディガス

２５１０Ｊ
Ｍ Ｔ メ カ ニ カ ル タ イ マ ー ３３日×３０５ｘ２９５ ２３５ｘ１３５ｘ１０２ ２

．
日 ４，２ ４２ １２５ ２．０

Ｍ Ｔ Ｈ メカニカルタイマー／ヒーター ３３日×３０５×Ｅ９５ ２３５ｘ１３５ｘ１口２ ２
．
８ ４

．
２ ４２ １２５ １１５ ３

．
Ｏ

Ｄ Ｔ Ｈ デジタルコントロール／温調ヒ → 一 ３巳８×日０５×Ｅ９５ ２３５×１日５×１０２ ２．８ ４．２ ４２ １２５ １１５

タイマー／ディガス

３
．
０

３５１ＤＪ

Ｍ Ｔ メ カ ニ カ ル タ イ マ ー ３９９ｘ３１３ｘ３７１ Ｅ９２×１５Ｅ×１５Ｅ ５．７ ６
．
５ ４２ １３０ ２

．
０

Ｍ Ｔ Ｈ メカニカ ルタイマー／ヒーター ３９９ｘ３１３ｘ日７１ ２９２ｘ１５２×１５２ ５
．
７ ６．５ ４２ １３０ ２００ ４．０

Ｄ Ｔ Ｈ デジタルコント□一ル／温調ヒーター 日９９ｘ巳１６×３７１ ２９２×１５Ｅ×１５２ ５
．
７ ６

．
５ ４２ １３０ ２００

タイマー／デイガス

４
．
口

５５１ＤＪ
Ｍ Ｔ メ カ ニ カ ル タ イ マ ー ３９９ｘ４０１ｘ３７１ ２９２× 帥 ×１５２ ９

．
５ ７

Ｉ
６ ４２ １日０ ３

．
０

Ｍ Ｔ Ｈ メカニカルタイマー／ヒーター ３９９ｘ４口１ｘ３７１ ２９２×Ｅ４１ｘ１５Ｅ ９
．
５ ７

．
６ ４２ １３口 ２９０ ５

．
０

Ｄ Ｔ Ｈ デジタルコントロールノ温調ヒーター ３日９ｘ４０１ｘ日７１ ２９２ｘ２４１×１５２ ９．５ ７．６ ４２ １８０ ２９口 ５．０

タイマー／ディガス

日５１０Ｊ

Ｍ Ｔ メ カ ニ カ ル タ イ マ ー 鵬 ｘ４６７ｘ３７６ ４９５×２９２×１５２ ２０
．
１ １２

．
Ｏ ４４ ３２０ ４

．
０

Ｍ Ｔ Ｈ メ カニカルタイマーノヒーター ５９９ｘ４６７ｘ３７６ 棚 ｘ２９２ｘ１５２ ２０．１ １２．０ ４４ ３２０ ５６０ １Ｏ．０

Ｄ ＴＨ デジタルコントロール／温調ヒ → 一 ５９９×４６フｘ３７６ ４９５×２８２×１５Ｅ ２０
．
１ １２

．
０ ４４ ３Ｅ０ ５６０ １０

．
０

タイマー／ディガス

仕様につきま しては、 製品改良などで予告なく 変更することが あります。



■本体ラペル／保証害／アフターサービス
○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ・ ・ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ●

■本体ラベル （安全のための注意）

〔本 体 裏 面 には、 下 記 の ラベ ル が 貼り 付 け て あ り ます の で、 よく お読 み の 上、 厳 守 下さ い。〕

安全のための注意

安 全 に ご 使 用 い た だ く 為 に
、 下 記 の 事 項 を 厳 守 く だ さ い、

＊製 品 内 部 は 高 電 圧 て す． サ ー ビス マ ン 以 外の 方 は 絶 対 に 分 解 し な い でく だ さ い，
＊ ア ー ス 線 は 必 ず 接 続 し て く だ さ い。

＊発 火 点 が１００℃以 下の 可 燃 性 の 洗 浄 液 の ご使 用 は 絶 対に 行わ な い で く だ さ い二
ま た

、 引 火 性 の あ る 雰 囲 気 内 での こ 使 用 は避 け てく だ さ い
、

＊ 電 源 は、 ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ を ご 使 用 く だ さ い．

ご使用上の注意

＊ ご使 用 前 に 必 ず 取 扱 説 明 書 を お 読 み く た さ い、
＊ 洗 浄 液 の 給オ非水 は 必 ず 電 源 を 切 り、 電 源 プラ グ を抜 いて か ら 行 っ て く た さ い．

ま た、 操 作 パ ネ ル に 水 が 掛 か ら な い よ う に し て く だ さ い 。
＊ 洗 浄 液 に は温 水（４０℃ 一５０℃）ま た は 水 溶 性 洗 浄 液 の み を ご 佼用 く た さ い、
＊ 洗 浄 槽 液 レ ベ ル は 、 タ ン ク の ．…・ち か ら２５ｍｍ（ＯＰＥＲＡＴ１ＮＧ ＬＥＶＥＬ マ ー ク〕 以 下 に

下 け な い て く だ さ い。

（洗浄 液 が 少 な い と 故 障 や 動 作 不 良 の 原 因と なり ま す、）

＊ 洗 浄 物 また は ビー カ ー 等 の 容 器 を 洗 浄 タ ン ク の 底 に 直 接 置 がな い で く だ さ い。
＊ ご 使 用 後 は電 源を 切 り、 電 源 プラ グ を 抜 い て く だ さ い

．

取 り 扱 い 説明 書ノ保 証 書 は 必す 保 管 し てく だ さ い。
保 証 書 がな い 場合 は、 保 証期 間内 の 無 個 修 理 を 受 け ら れ ま せ ん。

ＷＡＲＲＡＮＴＹ

ＨｌＧＨ ＶＯｌＴＡＧＥｉＮＳｌＤＥ

ＤＡＮＧＥＲＯＵＳ ＴＯ ＵＮＱＵＡｕＦｌＥＤ ＰＥＲＳＯＮＳ．

ＣＡ∪ＴｌＯＮ

・ ＤｌＳＣ ＯＮＮＥＣＴ ＳＵＰＰしｙ Ｃ ＯＲＤ ＢＥＦＯ ＲＥ

ＯＰＥＮｌＮＧ

． ＤＯ ＮＯＴ ｌＭ Ｍ ＥＲＳＥ

・ ＵＳＥ ＯＮＬＹ Ｗ ＡＴＥＲＢＡＳＥＤ ＣＬＥＡ ＮｌＮＧ

ＳＯＬＵＴｌＯＮＳ

． ＤＯ ＮＯＴ ＵＳＥ Ｆ〕、Ｍ Ｍ ＡＢＬＥ ＯＲ

ＣＯＭＢｕＳＴ旧ＬＥ ＬｌＱＵｌＤＳ ＷｌＴＨ Ａ

ＦＬＡＳＨＰＯｌＮＴ ８ＥＬＯＷ ２１７Ｆ／１００ ℃

． ＤＯ ＮＯＴ ＡＬＬＯ Ｗ Ｌ１Ｑ ＵｌＤ ＬＥＶＥＬ ＴＯ ＤＲＯＰ

８ＥＬＯＷ ＯＮＥ １ＮＣＨ１２５ｍｍ〕ＦＲＯＭ ＴＯＰ ＯＦ

ＴＡＮＫ

ブランソン事 業 本 部 ・Ｐ Ｃ 営 業 部

日 本 エ マ ソ ン 株 式 会 社

神 奈 川 県 厚 木 市 岡 田 ４ － ３ －１４ 〒２４３－００２１

ＴＥＬ ０４６２｛２９〕２１５「（直） ＦＡＸ ０４６２｛２９〕０２６２

■保証書

保 証 期 間… ・お 買 い 上 げ か ら ２ 年 間

ず 本書に保証書が付いてし、ます。 必要事項を記入の 上大切に保管下さし１。

保証期間内でも保 証書がない場合には修理費用をご請求する場合が あります。

保証の範囲

●お買い上げし、ただいたプラン ソニック （卓上型超音波洗浄器） は、 日本国内向けに設計／製造

されたものです。 日本国外でのご使用の場合は保証外となります。

● ご 使 用 上 の 保 証 範 囲 に つし、て は
、 保 証 書 裏 面 に 記 載 し て お り ま す の で よ く お 読 み 下 さ い。

■アフターサービス
●ブランソニッ ク （卓上型超音波洗浄器） のアフタ ー

サ ー ビ ス は、 弊 社 サ ー ビ ス セ ン タ ー で 行 っ て お り ま

す 。

●修 理／点検を ご希望の場合は、 お買い上げいただい

た 販 売 店 に ご 相 談 下 さ い。

● 修 理 を ご 依 頼 の 時 に は 次 の こ と を お 知 ら せ 下 さ し１。

■機 種… …モ デルタ イ プ

（例 １５ｍ … … モ デ ル ０ Ｔ Ｈ …・

■お 買し、上 げの年月 日 ／保 証の 有無

■故 障の 状況 ……出 来 るだ け詳 しく

■ご 住所 ／ お名前 ／ 電話番号 ／有 償のばあい・

■事 前見 積 り （要 ／不 要〕

…・・タ イ プ）

一・ご 請 求 先



肩 ８ ㎜ ＳＯｌ，１
ド い １■ｎ － ｌＪ Ｌ，■≒ Ｆ 川 Ｈ ｕ 、一１、〔 “

■ ブラ ンソニック 付属晶一 覧 表 ■

モデル１ ５１ ０

モ デル２５１ ０

モデル３５１０

モデル５５１０

モデル８５１０

取扱説明書

検査合格証

ステンレス受台

電源コー ド

取扱説明書

検査合格証

ステンレス受 台

電源コ ード

バルブ

ホースア ダプタ ー

（ホース付き）

１ 部

１部

１個

１ 本

１部

１部

１個

１ 本

１ 本

１個

｝マト利掌株弐合祉
本 社 １ 〒１０日一８蝸２ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 二 丁 目１ 番 ６ 号

食 品 衛 生 管 理 部． （０３） ６２３１－１１３８ Ｆ Ｐ ０ 事 業 推 進 部 （０３） ３２３１－１１３１

環 境 シ ス テ ム 装 置 部 （０３） ８２３１－１１８８ 海 外 部 （０３） ３２３１－１１２２

半 導 体 営 業 推 進 部 （口３） ３２日１一リ巳１ 国 際 部 （口３〕 ３２３１－ｌ１２４

室 町 別 館 １ システム 販 売 一課（０３）３２３１一 川 ３ システム販 売二 課（０３〕３２３１－１ｌ１４

東 京 営 業 所 ： 販売 課（口３）３２３１－ｌｌｌＥ 冨文 課（口３）３２３１一川 日 特 約 店 課（０３〕３２７９－０９１６

厚 木 商 品セ ン タ ー １ 〒２４３一口巳０３ 神 奈」ｌ１県 愛 甲 郡 愛 川 町 中 津４００８ （０４６２）８５－５８９５

● 営 業 所

札 幌（０ 川 ２３２－６９７１

仙 台（口２２）２９８－３７８１

筑 波（０２９６）５２一日４１１

千 葉（０４３）２４１－７０６５

北 関 東（口４８）６４２－２５６９

東 京 西 （０４２３〕２３－９６００

東 京 （０３〕巳２３１一 川 ２

」■１ 崎（０ω ２４５－０３３１

横 浜（口４５）８６４－２３５５

厚 木（０４６２）２４－６９１１

静 岡（０５４〕２巳６－９０２５

名 古 屋（口５２）８７１－０５５１

大 阪（０６） 臼６４－７５９１

けいはんな（０フ４３）７９－４３４１

広 島（口日２）２２１－０９２１

福 岡（０９２）４１１－２３１６


